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第 4 章では， 3 種類の代表的安定化装置の実用回路を設計製作し，それぞれの装置について，計数




























(4) アナログ型安定化装置の基本的要素である 2 チャンネル波高分析器のために，安定したしきい値
をもっディスクリミネータを考案し，入力計数率に依存しないよい安定性と再現性の保証される装
置を実現した。
(5) 前述の光パルス安定化技術は，一般光源の出力安定化にも有用であることを実証した。
以上のように，本論文はシンチレーションカウンタ一安定化技術とその応用についての研究をまと
めたものである。その手法には，十分独創性があり，得られた成果は放射線工学の分野に貢献すると
ころが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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